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夕
張
市
で
は
、
昨
年

末
、
シ
チ
ズ
ン
時
計
マ

ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
夕
張
工
場
の
希
望
退

職
、
夕
張
リ
ゾ
ー
ト
の

廃
業
・
破
産
、
ま
た
、

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
夕
張
工

場
の
３
月
閉
鎖
な
ど
、

雇
用
の
場
を
失
い
、
人

口
減
少
が
加
速
す
る
こ

と
へ
の
不
安
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。 

く
ま
が
い
桂
子
市
議

は
、
日
本
共
産
党
の
は

た
や
ま
和
也
前
衆
議
院

議
員
と
と
も
に
、
１
月

に
は
厚
谷
司
夕
張
市
長

や
千
歳
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

所
長
・
夕
張
出
張
所
長
、

ま
た
、
市
民
の
方
た
ち

と
も
懇
談
し
、「
賃
金
が

数
か
月
分
未
払
い
の
知

人
が
い
る
」「
地
域
で
お

金
が
回
る
ク
ー
ポ
ン
券

な
ど
で
暮
ら
し
と
営
業

を
支
え
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
２
月
３
日
、

は
た
や
ま
前
衆
議
、
党

南
空
知
地
区
委
員
会
と

と
も
に
、
市
民
の
雇
用

と
暮
ら
し
、
生
業
、
地

域
の
経
済
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
維
持
さ
れ
る
よ

う
、
空
知
振
興
局
と
、

国
の
出
先
機
関
で
あ
る
、

北
海
道
経
済
産
業
局
・

労
働
局
・
農
政
事
務
所

に
対
し
、
次
の
要
請
事

項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
要
請
し
ま
し
た
。 

 「
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
の
工

場
撤
退
、
夕
張
リ
ゾ
ー

ト
の
経
営
破
た
ん
等
か

ら 

地
域
経
済
と
雇
用
、

暮
ら
し
を
守
る
た
め
の

要
望
」 

 

要
望
項
目 

 

１
、
わ
ず
か
３
か
月
後

と
い
う
急
な
工
場
閉
鎖

を
発
表
し
た
、 

マ
ル
ハ

ニ
チ
ロ(

株)

に
対
し
、 

タ
張
工
場
閉
鎖
の
再
考

を
求
め
る
こ
と
。 

 

２
、
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
の

工
場
閉
鎖
が
避
け
ら
れ

な
い
場
合
、
以
下
の
対

策
を
講
じ
る
こ
と
。 

 

① 

夕
張
市
や
関
係
機

関
と
連
携
し
て
後
継
企

業
を
探
し
、
空
知
管
内

や
道
内
の
な
ど
の
農
畜

産
物
を
活
用
し
た
、
冷

凍
食
品
等
の
生
産
（
６

時
産
業
化
）
に
活
か
す

こ
と
。 

② 

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
本

社
に
対
し
、
後
継
企
業

に
低
額
で
譲
渡
す
る
よ

う
交
渉
す
る
こ
と
。 

 

３
、
タ
張
リ
ゾ
ー
ト
の

経
営
破
た
ん
に
か
か
わ

っ
て
、
以
下
の
対
策
を

講
じ
る
こ
と
。 

① 

知
事
が
夕
張
市
長

時
代
に
外
国
資
本(

中

国
系)

に
転
売
し
た
経

緯
に
か
ん
が
み
、
香
港

在
住
の
経
営
責
任
者
と

の
連
絡
や
情
報
収
集
に

道
と
し
て
全
力
を
あ
げ

る
こ
と
。 

②
代
理
人
弁
護
士
と
の

連
絡
を
密
に
行
い
、
債

務
不
履
行
を
極
力
抑
制

す
る
こ
と
。 

 

③
ス
キ
ー
場
や
ホ
テ
ル

等
の
早
期
の
営
業
再
開
、

夏
場
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

実
施
を
め
ざ
し
、
施
設

の
保
守
・ 

維
持
管
理
へ

の
支
援
を
行
う
こ
と
。 

④
ス
キ
ー
修
学
旅
行
が

キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ
た

が
、
夕
張
を
組
み
込
ん

だ
教
育
旅
行
プ
ロ
グ
ラ

ム

を

策

定

す

る

こ

と

(

例
え
ば
、
夕
張
市(

石

炭
、
冬
は
ス
キ
ー)
～
む

か
わ
町
穂
別(

恐
竜)

～

平
取
町(

ア
イ
ヌ
民
族)

等
。
道
内·

外
の
学
校
に

魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
。 

 

４
、
１
月

22
日
か
ら
実

施
さ
れ
た
「
緊
急
雇
用

対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

つ
い
て
、
以
下
の
点
を

強
化
す
る
こ
と
。 

①
機
動
職
業
訓
練
を
希

望
者
全
員
が
夕
張
市
内

や
栗
山
町
の
北
海
道
介

護
専
門
学
校
等
で
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。 

②
勤
労
者
資
金
福
祉
貸

し
付
け
の
利
率
（
年
利

０
．
６
％
）
や
融
資
期

間
（
５
年
以
内
）
、
据
え

置
き
期
間
（
６
カ
月
以

内
）
に
つ
い
て
、
再
就

職
で
き
な
い
人
や
収
入

が
低
い
人
へ
の
特
例
を

設
け
、
柔
軟
に
対
応
す

る
こ
と
。 

 

５
、
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
や

タ
張
リ
ゾ
ー
ト
の
取
引

先
事
業
者
や
観
光
、
飲

食
な
ど
関
連
事
業
者
の

経

営

と

雇

用

が

維

持 

さ
れ
る
よ
う
以
下
の
対

策
を
行
う
こ
と
。 

①
国
に
対
し
持
続
化
給

付
金
と
家
賃
支
援
給
付

金
の
打
ち
切
り
撤
回
、

第
２
弾
の
実
施
を
求
め

る
こ
と
。 

②
国
に
対
し
雇
用
調
整

助
成
金
の
コ
ロ
ナ
特
例

縮
小
・
休
業
支
援
金
の

打
ち
切
り
撤
回
、
感
染

収
束
ま
で
の
継
続
を
求

め
る
こ
と
。 

③
国
と
共
に
融
資
や
助

成
な
ど
の
特
別
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
。 

 

 

 

はたやま前衆議・くまがい市議市民と懇談  

2/3 空知振興局長に要請・懇談  

空知振興局高野局長に要請書を手渡す  

北海道農政事務所長に要請・懇談  

北海道経済産業局に要請・懇談  
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６
、 

市
と
共
同
で
、
市

民
の
暮
ら
し
と
福
祉
、

教
育
等
に
係
る
支
援
策

を
実
施
す
る
こ
と
。 

①
夕
張
リ
ゾ
ー
ト
そ
の

関
連
で
働
い
て
い
た
人

が
」
賃
金
未
払
な
ど
に

陥
っ
て
い
な
い
か
、
市
、

労
働
局
と
と
も
に
緊
急

調
査
・
相
談
を
行
い
、

必
要
な
支
援
策
を
行
う

こ
と
。 

②
職
を
失
っ
た
世
帯
や

経
営
が
悪
化
し
た
個
人

事
業
主
な
ど
の
世
帯
の

高
校
生
が
、
大
学
や
専

門
学
校
な
ど
へ
進
学
で

き
る
よ
う
、
返
済
義
務

の
な
い
奨
学
金
の
特
別

枠
を
設
け
る
こ
と
。 

③
道
公
立
高
校
生
等
奨

学
給
付
金
（
変
換
す
る

必
要
の
な
い
「
奨
学
の

た
め
の
給
付
金
」
）
や
修

学
援
助
制
度
な
ど
を
周

知
し
活
用
を
広
げ
る
こ

と
。 

④
勤
労
者
福
祉
資
金
貸

付
と
社
会
福
祉
協
議
会

の
総
合
支
援
資
金
が
併

給
で
き
る
こ
と
を
周
知

す
る
こ
と
。 

⑤ 
医
療
や
介
護
、
年
金

等
の
保
険
料
、
国
税
・

地
方
税
、
公
共
料
金
等

の
減
免
を
周
知
、
実
施

す
る
こ
と
。 

 

⑥ 

市
が
独
自
に
対
策

を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、

国
と
共
に
手
厚
い
財
政

支
援
を
行
う
こ
と
。 

職

員

の

派

遣

に

つ

い

て 

検
討
す
る
こ
と
。 

 

７
、
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
夕

張
工
場
、
シ
チ
ズ
ン
時

計
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

ュ
ア
リ
ン
グ
夕
張
工

場
へ
の
企
業
立
地
促

進
法
、
道
産
業
振
興

条
例
な
ど
に
基
づ
く

国
、
道
、
市
の
助
成

の
内
容
と
期
間
、
額

を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

 

８
、
誘
致
企
業
の
「
撤

退
」
に
か
か
る
ル
ー

ル
を
厳
格
に
定
め
る

こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
渕 

友
「
国
会
か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

参
議
院
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

岩 

渕 
 

 

友 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
へ 

 

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の
森
喜

朗
会
長
が
、
「
女
性
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
理
事
会

は
時
間
が
か
か
る
」
な
ど
と
女
性
蔑
視
発
言
を
行
っ
た

こ
と
に
怒
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で

は
「
＃
森
喜
朗
氏
の
退
任
を
求
め
ま
す
」
な
ど
の
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
た
ツ
イ
ー
ト
が
拡
散
さ
れ
、
森
氏
の

処
遇
の
検
討
及
び
再
発
防
止
を
求
め
る
ネ
ッ
ト
署
名

は

10
万
人
を
超
え
、
直
近
の
世
論
調
査
も
、
発
言
に
「
問

題
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
が

91
％
に
も
上
り
ま
し
た
。

各
国
の
大
使
館
が
「
＃D

o
n
tB

e
S

ile
n
t

」
と
男
女
平
等

を
求
め
る
抗
議
を
行
う
な
ど
、
国
際
的
な
大
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

謝
罪
し
、
発
言
は
撤
回
し
た
と
い
い
ま
す
が
、
内
容

は
開
き
直
り
そ
の
も
の
で
す
。 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
ど
う
い
う
形
だ
ろ
う
と
必
ず
や
る
」
と
も
述
べ
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
あ
り
き
の
姿
勢
に
批
判
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
森
氏
を
こ
の
ま
ま
続
投
さ
せ
る
の

か
、
政
府
の
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。 

 

森
氏
の
発
言
が
行
わ
れ
た
評
議
員
会
で
は
笑
い
が

起
き
た
と
い
い
ま
す
。
失
笑
で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
会
で
は
女
性
が
自
分
だ
け
と
い
う
場
面
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
わ
き
ま
え
ず
に
モ
ノ
を
言
え
る
社
会
、
あ
ら

ゆ
る
場
面
に
女
性
が
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
社
会

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
男
女
格
差
の
度
合
い
を
示

す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
、
日
本
は
世
界
で

１
２
１
位
。
世
界
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
遅
れ
て
い
ま

す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
多
様
性
を
尊
重
し
あ
う
政
府

の
実
現
へ
。
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。 

  

 
 

 
 

明
治
維
新 

66 

朝
鮮
植
民
地
支
配 

㊽ 

 
 
 
 
 
 
 

朝
鮮
支
配
の
中
で
の
民
衆
殺
り
く 

 
 
 
 
 
 
 

関
東
大
震
災
に
あ
た
っ
て
、
朝
鮮
独
立
運
動 

の
「
三
・
一
」
の
弾
圧
に
関
与
し
た
軍
部
の
要 

人
の
多
く
が
、
関
東
戒
厳
司
令
部
に
か
か
わ
っ 

て
い
ま
し
た
。 

 
 

当
時
、
東
京
の
警
視
総
監
「
赤
池
濃
（
ア
ツ

シ
）
」
は
、
三
・
一
前
後
に
は
朝
鮮
総
督
府
の
警
務
局
長
で
し
た
。

東
京
都
知
事
「
宇
佐
美
勝
夫
」
は
、
朝
鮮
総
督
府
の
内
務
局
長
と

し
て
武
断
政
治
を
主
導
し
ま
し
た
。
軍
事
参
事
官
だ
っ
た
「
大
庭

二
郎
」
は
、
間
島
虐
殺
の
際
に
は
朝
鮮
軍
司
令
官
で
し
た
。 

朝
鮮
の
民
族
運
動
弾
圧
の
最
前
線
に
あ
っ
た
軍
や
警
察
の
人
脈

が
、
関
東
大
震
災
で
の
朝
鮮
人
殺
り
く
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で

す
。
＊ 

抗
日
義
兵
の
闘
い
で
、
こ
れ
に
あ
た
っ
た
川
上
操
六
総
監
が
「
こ

と
ご
と
く
殺
り
く
す
べ
し
」
と
命
令
し
た
よ
う
に
、
民
衆
や
捕
虜

を
銃
殺
し
村
々
を
焼
き
尽
く
す
蛮
行
が
、
そ
の
延
長
線
上
に
震
災

時
に
朝
鮮
人
殺
害
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

 
 

 
 

 

関
東
大
震
災
で
の
社
会
不
安
か
ら 

10
年
前
、
東
日
本
大
震
災
の
時
、
石
巻
で
外
国
人
の
窃
盗
団
が

横
行
し
て
い
る
と
い
う
デ
マ
が
広
が
り
、
東
京
の
右
翼
団
体
が
武

装
し
て
現
地
に
乗
り
込
む
と
い
う
事
態
が
起
き
た
そ
う
で
す
。 

現
代
で
さ
え
も
こ
う
い
う
事
態
が
起
き
る
の
で
す
。 

反
動
勢
力
は
、
混
乱
に
乗
じ
社
会
不
安
を
煽
り
、
デ
マ
宣
伝
を

広
げ
、
民
主
運
動
、
労
働
運
動
を
弾
圧
・
抑
圧
に
出
る
と
い
う
常

套
手
段
は
、
関
東
大
震
災
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

メ
デ
ィ
ア
が
果
た
す
役
割
も
大
き
い
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今

日
を
例
に
と
っ
て
も
、
何
が
真
実
な
の
か
を
見
定
め
る
目
を
養
い
、

民
主
主
義
を
守
る
た
た
か
い
が
特
に
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 ＊ 

「
日
刊
の
歴
史
問
題
を
ど
う
読
み
解
く
か
」
共
著 

 

③
慎
蒼
宇 

 

よ
り 
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